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Fig. 1. Tumor of the renal hylum on enhanced CT
(a) and MRI (T1WI) (b). The white arrow
indicates a retroperitoneal tumor that
contains fat components.
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A 74-year-old man visited our clinic for treatment of a retroperitoneal tumor that had enlarged

gradually. We performed surgical resection of the tumor because we suspected retroperitoneal liposarcoma

radiographically. The histopathological diagnosis was an atypical spindle cell lipomatous tumor. No signs

of recurrence or metastasis have been observed for one year after the operation.

(Hinyokika Kiyo 64 : 431-433, 2018 DOI : 10.14989/ActaUrolJap_64_11_431)
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緒 言

脂肪肉腫は多彩な組織像を呈する．一般的に後腹膜

腔に発生する脂肪肉腫は予後が不良とされ，脱分化型

脂肪肉腫などは局所再発の頻度が高いことが報告され

ている1)．その中で atypical spindle cell lipomatous tu-

mor は臨床的に低悪性度の腫瘍とされ2)，症例自体が

稀であり本邦からの報告はない．今回，われわれは後

腹膜腔に発生した atypical spindle cell lipomatous tumor

の 1例を経験したので報告する．

症 例

患 者 : 74歳，男性

家族歴 : 特記すべきことはなし

現病歴 : 2015年 6月，右上葉肺腺癌に対し手術を施

行されている．肺癌精査中の CT にて右腎茎部に

33×34 mm 大の脂肪成分を含む腫瘍を認めていたが，

PET-CT では肺腫瘍に集積はあるものの右腎茎部腫瘍

には集積を認めなかったため経過観察とされていた．

2016年10月，右腎茎部腫瘍の増大傾向を認めたため精

査加療目的に当科紹介となった．

初診時現症 : 身長 167 cm，体重 69 kg

検査成績 : RBC 5.58×106/μ l，Hb 16.7 g/dl，Plt

188×103/μl，総蛋白 6.9 g/dl，アルブミン 4.4 g/dl，

総ビリルビン 0.8 mg/dl，クレアチニン 0.61 mg/dl，

eGFR 96. 9 ml/分 /1. 73 m2，Na 140 mEq/l，K 3. 9

mEq/l，Cl 103 mEq/l，CRP ＜0.10 mg/dl．末梢血球

算定，血液生化学所見，腫瘍マーカーおよび検尿所見

に異常は認めなかった．

画像所見 : 造影 CT にて右腎茎部に 46×42 mm 大

で脂肪成分を認め，造影効果の弱い腫瘍を認めた
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Fig. 2. Pathological findings for the retroperitoneal
tumor (HE stain, ×400). The tumor con-
sisted of multivacuolated lipoblasts that con-
tained enlarged spindle shaped nuclei (arrow
head), set in a fibrous stroma (arrow).
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Fig. 3. Immunohistochemical findings (a : S100, b :
CD34, ×400). Tumor cells were im-
munohistochemically stained with S100 and
CD34.

（Fig. 1a）．MRI では，境界明瞭，辺縁整，内部に脂

肪を認め，漸増性の不均一な造影効果を認めた（Fig.

1b）．以上の画像所見からは脂肪肉腫が第一に疑われ

た．

臨床経過 : 腫瘤増大傾向があるため脱分化型脂肪肉

腫を第一に疑い，根治的右腎摘除術および後腹膜腫瘍

摘除術を施行した．経腹的にアプローチしたが腹腔内

の癒着が強く，剥離操作などで時間を要し，出血量の

増加につながり，手術時間は253分，出血量は 840 ml

であった．摘出物は被膜に包まれた黄色調腫瘍で，腎

実質や腎盂への浸潤は肉眼的に明らかではなかった．

病理組織所見では，腫大した紡錘形核を持つ脂肪芽

細胞が多空胞状に線維性組織の増生を伴って密に増殖

していた（Fig. 2）．免疫特殊染色では，p16，S-100，

CD34，Rb，vimentin が 陽 性 で，MDM2，CDK4，

desmin は陰性であった（Fig. 3）．腫瘍細胞の核分裂像

は 1 個/10 HPF で腫瘍の壊死も認めず，以上から

atypical spindle cell lipomatous tumor と診断した．切除

断端は陰性であった．

術後合併症なく退院となった．追加治療は施行せ

ず，腫瘍摘出から 1年経過しているが，再発，転移は

認めていない．

考 察

Atypical spindle cell lipomatous tumor は低悪性度脂肪

腫瘍とされ，男性に多い（男性 : 女性＝1.5 : 1）と報

告されている2)．発生部位は四肢が63％と最も多い

が，後腹膜腔発生は約 1％と本症例は非常に稀なケー

スである．われわれの検索しえた限りでは，本邦から

の報告は認められない．臨床症状は皮膚潰瘍，局所疼

痛，夜間盗汗，腹部不快感などが報告されている2)．

文献的考察上は，局所再発例は12％と報告されている

ほか，遠隔転移はないとされている．また死亡例の報

告もない2)．

脂肪腫瘍は各組織形で，HE 染色における組織形態

の違いがある（Table 1）．脂肪腫は核異型がなく良性

腫瘍である8)一方，脂肪肉腫は核異型が多彩であり悪

性に分類される．本疾患は病理形態学的に，予後不良

疾患である脱分化型脂肪肉腫と類似している．Table

1 で示す通り，HE 染色でもある程度の鑑別は可能で

はあるが免疫染色がより鑑別に有効であるとされる．

脱分化型脂肪肉腫は，12q13-15 染色体上の MDM2 と

CDK4 遺伝子の増幅が認められることが多く，それ

らの免疫染色の結果が診断に有用とされている2)．

MDM2 の診断感度は95％，特異度81％，CDK4 は感

度92％，特異度95％とされている4)．一方で atypical

spindle cell lipomatous tumor は CD34 や S100 が診断に

比較的有用であり，文献的考察によるとそれぞれの感

度は64％と40％であった2)．一方，MDM2 と CDK4

の感度はそれぞれ 6％と 5％と低値を示した．脱分化

型脂肪肉腫の CD34，S100 の感度についてはそれぞ

れ25，9％と報告されている5)ため，これらの免疫染

色は両者の鑑別診断に有用であると考えられる．本症

例においても CD34 と S100は陽性であった．
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Table 1. Histopathological characteristics of fatty tumors

組織型 Spindle cell lipoma Atypical spindle cell
lipomatous tumor

Well-differentiated
liposarcoma

Dedifferentiated
liposarcoma

病理学
的特徴

�核異型のない紡錘形細胞
�クロマチンに富まない核
�脂肪細胞の存在
�間質に豊富な膠原繊維

�紡錘形細胞
�核異型は腫瘍により様々だが大
半は軽度

�有糸分裂像は稀
�多核細胞，奇怪な核を持つ細胞
が脂肪，紡錘形細胞成分に散在

�核異型は軽度
�クロマチンに富む核
�大小不動の脂肪細胞
�脂肪腫様型，硬結型，
炎症型の 3型に分類

�有糸分裂像が豊富
�異型の強い紡錘形細胞
�炎症細胞浸潤の存在
�悪性線維性組織球腫様

また蛍光 in situ ハイブリダイゼーション（fluore-

scence in situ hybridization，FISH）では，atypical spin-

dle cell lipomatous tumor は MDM2 の増幅は認められ

ないと報告されている2)が，本症例においても FISH

による追加検討を行ったところ MDM2 の増幅は認め

られなかった．

脂肪肉腫は高分化型脂肪肉腫，粘液/円形細胞型脂

肪肉腫，多形型脂肪肉腫，脱分化型脂肪肉腫に大別さ

れる．MRI の特徴として脂肪成分の存在，肥厚した

隔壁の存在が主に挙げられる6,7)．また良性腫瘍とさ

れる脂肪腫と比較し，脂肪肉腫は PET-CT 上 SUV

（standardized uptake value）高値を認め，悪性度と相関

するとされている7,8)．しかし高分化型脂肪肉腫では，

SUV 高値を認めない場合もあり，必ずしもすべての

脂肪肉腫で SUV 高値を示すとは限らない．また

atypical spindle cell lipomatous tumor の画像的特徴に関

する報告もなく，本疾患の他の脂肪肉腫との画像での

鑑別は困難と考えらえる．今回の症例では PET-CT

での集積は低かったが，脂肪成分を含んだ増大傾向を

認める腫瘍であったため，画像上は悪性の脂肪肉腫を

第一に疑い手術を施行する結果となった．術前の詳細

な組織型の鑑別診断は，結果的には困難であった．

脂肪肉腫の治療目標は原則として手術での完全摘除

であるが，摘出標本の切除断端が陽性である場合には

術後アジュバント放射線治療を考慮してもよいとされ

ている9)．本症例では切除断端陰性であったため，定

期的な画像フォローで経過観察を選択した．また，完

全切除を目指すのであれば，画像上で脂肪肉腫が疑わ

れた時点で腫瘍径が小さいうちに摘出を目指したほう

が完全切除につながる可能性が高いかもしれない．今

回，当科に相談されたのが腫瘍径が増大してきてから

であったが，もしその前に当科が関わることが可能で

あったならば腫瘍径か小さいより早期に完全切除を目

指したほうが良いのではないかと思われる．

結 語

稀な atypical spindle cell lipomatous tumor の 1例を経

験した．術前の画像診断では，他の組織型の脂肪肉腫

との鑑別は困難であった．
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